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効果

異文化社会においてカルチャーショックを乗り越え、与えられた課題を達
成するには、異文化コミュニケーションについての十分な事前学習が必要
です。異文化コミュニケーションを理解することで、海外赴任先で健康を
害したり、トラブルに巻き込まれるのを防ぎやすくなります。

　
　■学習目標
　　　・異文化コミュニケーションについて理解する
　　　・自信を持って海外業務に携わることが出来る

　■研修の流れ
　　１．異文化組織の中で仕事をするにあたって
　　２．異文化での個の尊重とチームワーク
　　３．｢会議」に於ける相違点
　　４．伝え方
　　５．質問の仕方
　　６．議論の仕方
　　７．仕事を終えたら
　　　　　・プライベートでの価値観の相違点
　　８．言語・非言語メッセージに関する相違点
　　９．まとめ
　１０．Ｑ＆Ａ

受講者の声
　　＊　海外だけではなく職場でも活用できるテクニックだと感じた
　　＊　日本語で欧米の思考ロジックを学び、練習方法がわかった
　　＊　海外赴任の心構えができた

300-10 海外赴任前のメンタル・レディネス研修
「グローバルパスポート」３時間

対象 社会人経験３年以上
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